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2018年11月11日(日）	 10:30～12:00(90)		

於：県民サポートセンター	 	 15F	 1501室	 	 	

平成30年度	 神奈川県キャンプ協会主催	 	 日本ｷｬﾝﾌﾟ協会	ｷｬﾝﾌﾟｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ（	NCAJ		CI	）養成講習会	

『野外活動の本質と指導者の心構え』		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

【参考：日本キャンプ協会（ＮＣＡＪ）1966年発足	

	 	 参考資料	月刊誌「国立公園」	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	神奈川県キャンプ協会（ＰＡＣＫ））1951年発足】	 	 	 	 	 	 	 	 		 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 Jun．2009	 No.674.pp．2‐3．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 			

【（公社）日本キャンプ協会（NCAJ）終身会員及Ｄ１	

	 ◎ねらい	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 	 神奈川県キャンプ協会（PACK）理事長	 	

	 	 ⇒	本来のキャンプの意味	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＮＰＯ神奈川県野外活動協会(ONRAA-K)理事長	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 ⇒	野外活動の意味	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 （公財）日本自然保護協会（NACS-J）自然観察指導員	

	 	 ⇒	野外教育の意味	 	 	 	 	 		 	 	 	 	 余暇教育学・体育学博士	 	 鈴	 	木		 秀		 	雄	

	 	 ⇒	組織キャンプの存在の本質	※	１）	 	 	 	 	 	 関東学院大学名誉教授、Ph.D.	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 	 	 	 	 	 	 	 	 							

と指導者の心構えの理解	 	 	 	 		 	 	 	 		社会福祉法人磯子コスモス福祉会理事長】	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※１．本質（Essence）は、事象を成り立たせている性質・要素	

Ａ．『野外活動の本質』	 	

１．野外活動の本質	

	 	 １）野外で遊び、野外を＆で学ぶ・・・	・・野外活動（Outdoor Activity）←	目的的	
	 	 ２）野外で教育、野外を教育・・・・・・・・野外教育（Outdoor Education）←	手段的	
	 	 ３）野外での楽しみと喜び	

	

２．野外活動による課題の解決	 ←	手段化する度合いを考慮	

	 	 １）現代社会における課題	

	 	 	 	 （１）余暇時間の問題（三機能のバランス）	 		 	（２）人間交流の問題（集団交流形態）	

	 	 	 	 （３）自然保護・環境の問題（文明による歪み）	 （４）健康の問題（運動不足の補い註１））	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 註１．健康寿命の延伸においても重要	

	 	 ２）指導における課題	 	

	 	 	 	 （１）目的による指導方法の確定	

	 	 	 	 （２）活動論・技術論と生活論のバランス	

	 	 	 	 （３）楽しむプログラムと楽しませる（楽しんでもらう）プログラムとの異なり（←目的・手段）	

	 	 	 	 （４）責任範囲（Span	of	Control)と指揮系統（Chain	of	Command)	

	

３．野外活動のねらい			

	 	 	 １）体験学習的活動・・・偶然性も含めた広がりとしての知識技術の量的拡大	 	 	 	 	 	 	広がり	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 ２）実践学習的活動・・・計画性を持った深まりとしての知識技術の質的増大					 	 	 	 	 		

	 	 	 ３）野外活動・キャンプの意義	（次ページ参照）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 深まり	

	 	 	 ４）野外活動の教育的・指導的ねらいとしてのポイント	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

・ 計画性を有し、	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
・ 予測された結果に至ることをめざし、	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
・より広い、深い、新鮮で、確実な体験と実践とを可能にすることを	

ねらいとすべきである	

	

４．野外活動の内容（非日常における日常生活活動）		

	 		 １）野外での野外活動そのもの・・・Direct	Nature	Activity・・・（自然活動）＝自然活動技術論	

直接自然活動（自然を楽しむ＝野外の素材・環境を活用しての活動	⇒	野外技術	
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	 	 	２）野外での日常生活活動そのもの・・・Indirect	Nature	Activity・・・（人間活動）＝生活技術論	

間接自然活動（自然の中で学び、楽しむ＝野外での諸活動	⇒	生活技術		

	 	 	３）健康・体力の維持向上、事故防止、安全管理、人間関係の学び、自然への畏敬の念、利他的言動	

	 	 ４）モラル、マナ－、行動・行為・躾（＝言動の自然化と社会化）	 【注：環境教育・自然保護と保全】	

	

５．今までの野外活動とこれからの野外活動	

							１）輸出型形態（日常生活で得ている技術・知識・体験・能力の野外への持ち出し）	

	 	 	 	２）輸入型形態（野外で得た技術・知識・体験・能力の日常生活への取り込み）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 “ＣＡＭＰ”	 とは何か？	 （本来の意味は、同じ目的を持って集団で、その事柄を成すこと）	

	 	 	 	 自	 	 然	 	 性	 	 	 	 社	 	 会	 	 性	 	 	 	 	 	 	 	人	 	 間	 	 性	

	 	 		 （Naturality)	 	 	 			 (Sociality)	 	 	 	 	 	 	 	 			(Humanity)	

	

Ｃ	 		 	Conservation	 	 	 	 	 	Cooperation	 	 	 	 	 	 	 	 	 Creativity	

	 	 	 	 (自然保護）	 	 	 	 	 	（協力・協同）	 		 	 	 	 	 	 （創造性）	

	

Ａ	 	 	 Adventure	 	 	 	 	 		 	Administration	 	 	 	 	 	 	 	Ability	

	 	 	 	（冒険）	 	 	 	 	 		 	 （管理・統制）		 	 	 	 	 	 	 （能力・才能）	

	

Ｍ	 	 	 Mystery	 	 	 	 	 	 				Morality	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	Motivation	

	 	 	 	（神秘・不可思議）	 		 （道徳）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（動機づけ）	

	

Ｐ	 	 	 Power	 	 	 	 	 	 	 	 		Plan	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 			Potentiality	

	 	 	 	（威力）	 	 	 	 	 	 	 	 (計画・企画）	 	 	 	 	 	 	 	（潜在能力・発展の可能性）	

	

	 	 	 	 	 【参考：Adventure	＝	Ad	vent	ure	の3語の合成で	⇒	目前に、起こる異状な	 こと、の意味】	

	

	 ＜野外活動・キャンプの意義＞	 （ＮＣＡＪのキャンプの意義に対する深い理解が求められる。）	

	 	 	 	 １）自然の理解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保護・使用・利用・活用	

	 	 	 	 ２）人間相互の理解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・参加者（キャンパ－等）・指導者	

	 	 	 	 ３）体験と実践による学習（Learning)と学修(Mastering)・・・率先・共同・奉仕・責任	

	 	 	 	 ４）創造性の開発と育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・野外生活・キャンプ生活と諸活動	

	 	 	 	 ５）レクリエ－ション活動としての野外活動・キャンプ・・・・たのしさ・おもしろさ	

	 	 	 	 	 	 【注意：	このレクリエーションに対する既存の、認識、イメージ、理解の払拭･新生が重要】	

	 ＜野外活動・キャンプの意味＞	

	 	 	 	 １）非日常生活の中で、いかに日常生活を意図した形態でしていくか	 	 －－－		(知識と技術）	

	 	 	 	 ２）不自然な生活（衣食住の中間化）ともいえる現代の日常生活から離脱し、自然な生活をどう創出

していくかの再考〔ＱＯＬ＝生の質(生命・生活・人生)の向上とＥＰＬ＝個人の生きる喜び〕	 	

３)“文明によって乖離された自然と人間とのギャップ”をどう埋めていくか－－（自然との共生）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

Ｂ．『野外活動の指導者の心構え』 	 	 	  
１．指導者の意味 
	 	 	 １）指導員	 ⇒日本自然保護協会自然観察指導員；日本赤十字社救急法指導員；日本赤十字社水上安全

法指導員；日本赤十字社幼児安全法指導員；米国心肺蘇生法指導員；障害者スポーツ指

導（初級、中級、上級）；赤十字（救急員、救助員、幼児安全法救急員← 指導員）	  
	 	 	 ２）指導者	 ⇒	 指導者（日本スポーツ協会関連 ＝ 公認 スポーツ指導者（コーチ・指導員・教師） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『スポーツ指導者』とは公益財団法人日本スポーツ協会及び加盟団体が認定資格	

  	 	 ※具体的にスポーツを指導するとは、どういうことか？ 
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２．日本キャンプ協会（ＮＣＡＪ）の指導資格 
	 	 	 １）キャンプインストラクター 
	 	 	 ２）キャンプディレクター2級（Ｄ２）⇒マネジメント及びプログラム 
	 	 	 ３）キャンプディレクター1級（Ｄ１） 
 
３．指導の内容 
	 	 	 １）人に関する指導	 （野外で教育 ⇒ 人間＆社会 
	 	 	 ２）自然に関する指導（野外の教育 ⇒ 自然 
	 	 	 ３）技術に関する指導（Technique  ⇒	 やり方、方法 
	 	 	 ４）技能に関する教育（Skill ⇒ 熟練、技術を使いこなす、人を使いこなす、道具を使いこなす 
 
４．人間活動領域 
	 	 	 １）あたま（認知的領域＝Cognitive Domain）・・・・“考え”ながら指導（頭を働かせ） 
	 	 	 ２）こころ（情意的領域＝Affective Domain）・・・・・“思いやり”を持ちながら指導（心を通わせ） 
	 	 	 ３）からだ（神経‐筋的領域＝Psycho‐motor Domain）・・・・“動き”ながら指導（体を使い） 
 
５．野外活動での（自然公物の利用における）活動の責任と管理の心構え 
	 	 	 １）余暇活動（自由裁量活動）における責任主体・・・・・・・自己責任 
	 	 	 ２）教育活動（手段的活動）における責任主体・・・・・・・・管理責任 
	 	 	 	 	 ※1999年8月14日の玄倉川での中洲における水難事故（13名死亡） 
	 	 	 	 	 	 2014年8月1日の山北での中洲における水難事故（四駆車が流され横転、4名のうち3名死亡） 
	 	 	 	 	 ※神奈川県 

          キヤンプ禁止区域に関する条例（条例番号 昭和39年神奈川県条例第15号） 

法規集第５編第２章第２節 

所管部局室課環境農政部環境農政総務課 

条例の概要： 特定の区域におけるキャンプを禁止することにより、キャンプを行う者の安全を図るととも

に当該区域及びその周辺の地域における良好な環境を保持するために必要な事項を定めてい

る。 

必要性： キャンプを行う者による周辺住民への迷惑行為及びごみ等による公衆衛生上の問題を解決

するため、特定の区域についてはキャンプを禁止する必要がある。 本条例は、キャンプの禁止区

域を指定する際の手続を定めているものであり、現在も必要な条例である。 

３）危険の予知・・・・・危険予知義務  ⇒⇒⇒⇒ 危険予知能力の向上を心がける 

４）危険の回避・・・・・危険回避義務 ⇒⇒ 危険回避能力の向上を心がける	

	

６．指導者の具体的な心構えの視点 

１．「野外活動のねらい」に対する心構え・・・（ＮＯ.１/４．Ａ．３．）	

	 	 	 １）体験学習的活動・・・偶然性も含めた広がりとしての知識技術の量的拡大（拡幅化・広がり）	

	 	 	 ２）実践学習的活動・・・計画性を持った深まりとしての知識技術の質的増大（深奥化・深まり）	

	 	 	 ３）キャンプの意義		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 ４）野外活動のねらいとしてのポイント	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

・計画性を有し、	

・予測された結果に至ることをめざし、	

・より広い、深い、新鮮で、確実な、｢体験と実践｣とを可能にすることをねらいとすべきである	

 
２．「野外活動の内容（非日常における日常生活活動）」に対する心構え・・・（ＮＯ.１/４．Ａ．４．）		

	 		 	 １）野外そのものの活動	註	２）	 ・・Direct	Nature	Activity・・・（自然活動）＝自然活動技術論	

	 	 	 	２）人間が行う諸活動	註	３）・・・・・・Indirect	Nature	Activity・・（人間活動）＝生活技術論	

	 	 		 ３）健康・体力の維持、事故防止、安全管理（人の安全、行動の安全、物の安全）に対する指導	

	 	 	 	４）モラル、マナ－、行動・行為に対する指導	註	４）【注：環境教育・自然保護と保全、目的と手段】	
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	 	 	 	 	 	 註２．直接自然活動（自然を楽しむ＝野外の素材・環境を活用しての活動）	

	 	 	 	 	 	 註３．間接自然活動（自然の中で学び、生活を楽しむ＝野外での諸活動）	

	 	 	 	 		 註４．躾（自然化と社会化）、モラル、社会規範、公徳心（Sense	of	Public	Duty）	

	

	

３．「野外活動の指導とその姿勢」に対する心構え	

	 	 	 	 	 １）野外活動のねらいの理解と実践････ができること（余暇活動、教育活動、営業活動	 	

参考：山北水難事故、玄倉川水難事故）	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 ２）野外活動の内容（非日常生活における日常生活活動）の理解と実践・・・を指導できること 
	 	 	 	 	 ３）野外活動における指導とは教養（広がり＝体験）と専門性（深まり＝実践） 

の理解・・・・・を有すること 
	 	 	 	 	 ４）野外活動を役立て、いざという折の事故・災害等の環境および救急救護等・・・・への対応が

できること 
 
７．「野外活動指導者の心構え」と「指導者の役」割の概観 

1）指導者は活動期間中の参加者の人命を預かる重大な責任を有する 

２）活動には、実地調査は勿論、計画、実施全般にわたり細心の注意が必要である 

３）教育的な組織活動と余暇活動との相違（異なり）を理解しておく （参照： 表１．概念（用語）類別 ） 

４）自主的･主体的活動になるよう配慮し、極端な手段的活動とならない工夫を指導者は理解しておく 

５）どのように良い活動であっても、事故が起これば目的は失われる  ・・・・（安全の心得） 

６）自然の中で、人間は非力であると、常に危機感を持ち続けておく・・・・・・ （危機管理）   

７）リスクファクター、リスクスクリーニング、リスクマネジメントの仕組みを理解しておく 

８）いざという時の、救急救護の知識・技能を身につけておき、事故対応の仕組みも構築しておく 

                   （参考： Ａｄ ｖｅｎｔ ｕｒe； 自己責任； 安全管理） 

表１．概念（用語）類別                        

         形態 

関連用語 

関連用語の活用方法の区別   

 種  目        傘         

目    的 

  教育活動    余暇活動     

キャンプ               ◎      ▲        ▲  

野外活動               ◎      ▲        ▲  

スポーツ               ◎                ◎ 

レクリエーション               ◎                ◎  

レジャー               ◎                ◎  

体育               ◎     ◎   

                 ◎印は、本来の位置づけ      ▲印は、選択的活用の位置づけ    

              

   参考： 例として、サッカーを外延と捉えれば傘（◎）であり、Ｊリーグのサッカーは“仕事”としての種目活動 

（時に目的的となり、時に手段的となる）、また、スポーツの傘の中であればそのサッカーは、 

“余暇活動”としての種目（目的）、そして体育の傘の中でのサッカーは〝教育活動“としての 

種目（手段）である。 「ある活動が手段化されるとき、その活動本来の“楽しさ”や“おもしろさ”が逓減さ

れる」ことを指導者は心構え・心得として理解しておくべきである。 

 

区別=違いによって分けること 

区分＝類概念をそれに従属する種概念に分ける (例：三角形を不等辺、等辺、二等辺に分ける) 

こと。概念の外延を細分化すること。区分を徹底的に行い、体系づけることを分類という。 

       外延=概念の適用される範囲 

内包=外延に属する諸事物が共通に有する徴表（性質）の全体。 

   ※学生という概念は、学生の全種類を包括するが、その概念に性質（徴表）を加えると、それだけ

内包は増加し、外延は反対に減少する。（例：学生＝女子学生、社会人学生、留学生、奨学生。

一人っ子の女子学生となれば、内包はそれだけ増加し、外延は減少する。） 


